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はじめに
日本へ，各人各様の希望と決意とを持ち，留学する学生の数は，年々うなぎ昇りであるが，それ
ぞれの母国で，日本語を専門に学んでいた学生にとってさえ，「日本語習得」の壁は厚く彼らの前に
立ちはだかっているようである。そして，彼らが日本への留学を望んだ理由としては，異口同音に
「活きた曰本語」を学ぶためという答えが返ってくるのである。
「活きた日本語」とは何であるのか。日本語でものを考え，コミュニケーションを図り，曰本語
の中で生きている私たち，日本人は，島国という恵まれた環境で，外敵の脅威をほとんど感じるこ
となく，世界でもまれな独自の文化をはぐくんできたわけであるが，それゆえの弊害もまた，国際
化時代を迎えている今曰，浮き彫りにされている。
言葉の面においても，自らの「言葉」に対してほとんど意識的ではないという点が指摘できるの
ではないだろうか。「他国の言葉」を強く意識しないがために，「自国の言葉」にも意識的ではない。
気心の知れた仲間内（日本人という集団）では，「言葉」を意識的に使う必要性が生じないためであ
ろうか。
この傾向は，最近の若者の言葉に特に顕著であるようだ。若者の日本語能力の低下が叫ばれてい
る。彼らの間では，－種，暗号のような言葉がよく使われ，その言葉を使うことが，仲間の証とも
なっているような現象があり，様々な造語が増産されている。
かの「流れに浮かぶうたかた」のごとく，日々，めまぐるしく変わる「新語｣，「流行語」が「活
きた曰本語」なのであろうか。物があふれ，ライフサイクルがしだいに短くなっていく現代にあっ
て，「十年一昔」は，もはや，遠い過去のこととなった。
言葉もまた，時代の動きの中で変化していくであろうことは，誰しも否定できないことである
が，「活きた言葉」とは，留学生の承の課題ではなく，日本語で生きる私たちにとっても，切実な問
題であるのかもしれない。
ふとしたことから，中国からの留学生と，日本語の勉強会睦,をもつようになって５年余りになる
が，週に１度のその会は，日本語を通じての，中国と曰本との異文化コミュニケーションの時間と
なった。ありふれた言葉ではあるが，「言葉は文化の所産」という思いを今ざらのごとく強くする機
会となった。「活きた日本語」とは何かを，考えさせられる貴重な時間となったのである。
以下，「語彙」の面を中心にしつつ，曰中両言語の比較を通して，異文化コミュニケーションの問
題点を探ってゑたい。
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１異文化間のコミュニケーション
（１）漢字文化圏
日本語を習得するにあたり，中国語を母語とすることのメリットは，よく言われることである。
ともに，「漢字」という文字を通して意志の疎通を図ることができるというわけである。漢字は，視
覚に訴える表意的文字であり，たとえ，無言であっても，筆記がコミュニケーションの重要な手段
となるからである。
しかし，このメリットが逆にデメリットとなる不便さを指摘する中国人留学生は多いのである。
それは，漢字の持つ意味に，日本語と中国語とでズレが生ずる場合である。あるいは，日本語に
あって，中国語には存在しない漢字，すなわち，日本の国字であったりする場合などであるが，よ
り問題となるのは，前者のようなケースである。互いに，自らの言語の意味で解釈してしまい，了
解するのであるが，コミュニケーションは，それぞれに一方通行となってしまう。
これについては既に，飛田良文氏が’９９の例語を挙げ，その比較をされている註2゜その中に掲げ
られている語との重複を避け，いくつか，問題となった語鮭3を拾ってふることにしよう。
(2)「漢字」の意味のくい違い
①「人間」
この語は，まさに私たちそのものを表す語であるが，日本語のこの意味に対応する中国語は「人
（r6n）」，「人１，（r6nmen)」となる。「伯」は言うまでもなく，「我ｌ、（私たち)」などと使われる複
数を示すものであり，「人伯」とは「人の集まり」を表す語となる。「人」という漢字を使えば問題
はないのであるが，中国語にあっての「人間（renjian)」とは，大きな空間ということである。それ
あいだ
は，もちろん，人の生きる空間でもある。日本語の「人間」｜ま，人の「間」に生きるということで
もあろうか。
発想は，よく似ているようでもあるが，日本語では「人間」が「人」となったのである。「人間」
は，中国語では，あくまでも「場所」であるのに対して，日本語では，そこで，様戈な人間関係の
あいだ
中に，人の「間」に生きる「人」のことを表す。そして，「人１１百1」に対応する語としては，「世界｣，
「世間」ということになろう。この２語は，中国語にもあり「世界（shiji6）」，「世間（shijian)」
と，それぞれ，「世の中」を表し，「人間」とイコールに使われる。また，「世面（shlmidn)」という
語もあり，これが，日本語の「世間」に対応するらしい。
あいだ
「人間｣，それは，陳腐極まりない語であるが，そこには，「間」を気にする，（それは，世間体で
あったりもするが）日本人の特性を見て取ることができるようである。その「間」とは言うまでも
なく，空間的なものではなく，「人」と「人」との「間」なのである。身近な言葉の中にも，日本人
を，日本を発見する麓蓄がある。
日本語教育では，さらに，一歩を進めて，「世間を渡る｣，「渡りをつげる」という表現，「渡る世
間に鬼はない」ということわざへ，その「渡る」という動詞の持つ意味の問題へと発展させていく
ことができる。「世間を渡る」は中国語では「止世（chUshi)」ということになるが，「渡る」とは，
2６－
日本語の発想の問題を考える
いかにも日本らしい表現となる。「人」と「人」との「間」を綱渡りするのである。「間」を気にす
る日本人特有の人間関係を，「言葉」の対応から理解してもらう，ワンステップとすることが可能で
ある。
②「淡白（柏)」
中国語の「淡白（danbai)」は，「淡い」というだけであって，「淡白的月光」などとまさに，濃度
に関して使われるようである。それに対して，日本語の「淡白」は，味，色，物事の感じ，'性質な
ど，広範囲に使われる語である。この内，性質があっさりしているということを表す中国語は，「淡
泊（danb6）」，「淡薄（danb6)｣，「淡然（ddnran)｣，「淡淡（dandan)」などバラエティに富んで
いる。
日本語の「淡白｣，「淡泊」は，その中に多くの意味機能が備えつけられた語ということになる。
中国語では，「淡（dan)」の字に意味の重心があるのに対して，日本語のそれは，むしろ，「白」と
いう字が要のように思われる。「白」という，何色にも染められていない，言いかえるならば，何色
にでも染まる，その色の「包容力」とでも言うべきものが，カテゴリーを広げているのだろうか。
「色」に対する嗜好も，言語に影響を与える一要因となるものであろう。「青」と「blue」との比
較は有名であるが，「白（bai)」には，「青くなる」という意味がある。日本語の「青白い」に相当す
るのであろうが，「他胎色白（彼は顔色が青い)」というように「白」単独で「青（白い)」の意味を
表す。
このような，「色彩」に対するイメージの比較も，非常に身近なことがらであり，面白い問題であ
るかもしれない。特に，中国語との比較に際しては，その色彩をもとにした熟語を比較してふるこ
とで，新たな展開が期待できるであろう。
フン プソ
③「分51」と「分別」
フン
「分別（f5nbie)」の語は中国語にもあるが，「別れる，区別する」の意で，日本語の「分別」と
プン
いう意味はない。一方，「分別」と濁れば，「分別（fenbi6)」の意味と－部重なる。曰本語でIま，
フン
「分別」という一つの熟語に，呉音，漢音の二つの読糸を配し，その意味を分けたのが「分別」と
プン ブン
「分別」のようである。そして「分別」は「わきまえ」とし､う意味を担当した。
④「切実」
この語は，中国語では「切丈（qi6shi）」，「確実・適切」という意味である。曰本語の「切実」
にあたるのは「切身（qi6shEn)」という語である。「切（qi6)」は「切する｣，「密接する｣，「身近で
ある」という意であるから，「切身」は文字通り，「身に切する｣，すなわち，「我が身に迫る」とい
うことになるのであろう。
一方，「切丈」の意味である「確実」は，「確丈（qu6shi)」であり，曰中共通である。
⑤「新米」
この語は，「今年収穫した新しい穀物（米)」ということでは，日中共通であるが，日本語の「駆
け出し・新参者」という意味は「新米（xlnmI)」にはないようである。それに相当する語は「新手
（XInsh6u)」ということになる。
⑥「文面」
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この語は，中国語では「文面（w6nmidn）」，「顔に入れ墨をする」という特殊な語である。「文
（ｗｅ､)」という語には，「飾る．おおい隠す」という意味があり，これと一脈通じているものであろ
うが，「入れ墨をする」というのは「文身（w6nshen)」となる。
中国語の「文面」の「面」は「顔」ということになるが，日本語では，文章の「オモテ」という
ことであり，「文章の趣旨」なのである。「面（mian)」には，「表｣，「表面」という意味はもちろん
あり，「ものごとの一つのある面」という抽象的な意味もあるのであるが，「文面（w6nmian)」は
文（章）とは全く関わりのない語である。
プンメソ
「文面」は，日中対応語があると言ってもその発想には，全く共通する部分がない。「文面」は，
日本的発想から生まれたものであり，ある意味では，「国字」的な語であると言うことができよう。
「文面」は日本語固有の意味を持っている。
次に，訓読糸を含む熟語であり，より，「国字」的性格の強い２語について，日中両言語を比較し
てふることにしよう。
⑦「手紙」
日本語の「手紙」にあたる語は，「手簡（sh6ujiiin)」となる。現代中国語には「手紙（sh6u
zhD」があるが，それは，トイレットペーパーの意となる。「書簡」については，日中共通であり，
「書筒（shujian)」である。
⑧「切手」
中国語の「切手（qiesh6u)」は，文字通り，「手を切ること」であり，日本語の「切手」とは全く
くい違う。古くは，拳法の手の一つで平手で相手を打つ法ということであったようである。
「切手（qi5sh6u)」は，「手を傷つける」ことであるが，日本語の場合は，「手を切る」というと
特別な意味を帯びる。これに対応する中国語は，「絶交（ju6jiao)」である。「手」に関する曰本語の
表現は様々であるが，中国語のそれと比較して承ることも面白いであろう。「洗手（xlsh6u)」，「手
を洗う」には，曰本語の「足を洗う」という意味があるという。「正業につく」という表現に対し
て，「手」と「足」の対応があるのである。
それでは，次に，日本の「国字」についていくつか挙げてふよう。
(3)日本の「国字」
⑨「執念」
「執念｣，「執着｣，「執心」と並べた場合，何かしらドロドロとしたものを感じさせ，あまり歓迎
されないのは「執念」ではないだろうか。この３語の中で，「執念」は中国語には見当たらないので
あるが，他の２語，「執着（zhizhu6）」，「執心（zhixln)」は，日中ほとんど同意である。「執念」
は「国字」である。
「執念」はあまりよいイメージを持たれない語であるが，「執着（zhlzhu6)」は，プラスのイメー
ジを持つ語であるらしい。そして，日本語の「執念｣，「執着｣，「執心」にも微妙なニュアンスの相
違があるわけであるが，「執念を燃やす｣，「執着する｣，「御執心」というように，名詞で使われる，
サ変動詞の形となる，あるいは，接頭語を伴って使われるという機能面での相違もある。
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日本語教育では，「執念」は，「燃やす」と結びつくのであるから，「メラメラと燃えあがる炎」の
ような情念の意を説明しやすいであろうし，また，抽象的な言葉の意味を伝えるということは難し
いことであるが，「炎」のように視覚に訴えるようなものを連想させることができれば，そのイメー
ジをつかむことが容易となる。
⑩「昨今」
この語の意味内容を表す中国語は，「近日（jinri）」，「近来（jinlai）」，「最近（zuijm)」などで
ある。「昨今」は「昨日今日」ということで「近頃」という意味を表すのであろうが，これは，日
本的発想と言える。また，曰本語の「近日」は「近いうちに」ということであるから，「近曰（jm
ri)」とは意味が相違する。
以上，１０例という少ない数ではあるが，日本語と中国語との意味の相違の比較をしてふたわけで
ある。中国語との比較の際には，「節用集』などに挙がる「世話字」や「義読｣麹の類との比較も面
白い課題となろう。次に，日本語の発想の問題について考えて承よう。
２曰本人の「受身」の発想
日本語の特色として，「受身」の表現が少ないということはよく言われることであるが，逆に，
「受身的」な表現（文法的には「受身」の形態を取らないもの)，すなわち，「準受身」が多いこと
もまた，指摘されている。そして，「受身」表現では，「非情の受身」が極めて少ないという点も古
くから指摘されていることである。
ただし，最近は「非情の受身」が，特に英訳表現の影響を受けて，徐々に増えてきているようで
はあるが，やはり，「受身」とするよりも，他の能動的な表現をすることも多いわけである。そこ
で，まず，「非情の受身」について，例文を少し挙げながら，考えてふることにしよう。
(1)「非情の受身」
け)※橋がかけられた。
（ﾛ）橋がかかった。
い※この本はＡ氏によって書かれた。
（二）この本はＡ氏が書いた。
㈹※高層ピルが建てられた。
（へ）高層ピルが建った。
（Ｗ我が家が建てられた。
（ﾁ）我が家が建った。
（注）※印は「非情の受身」であるが許用の範囲であり問題がないもの。ｖ印の「非情の受
身」は非文ではないが問題があると思われるもの。
上のように，かなり，市民権を得て使われている例も多いわけである。さらに，これは現代だけ
ではなく，古典にも「非情の受身」は登場しているのである。
我が御くれなゐの御ぞの，着られたりつるなど，いかなりけむ契りにかと，……。（夕顔巻①－
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138-14)註５
糸だう
ことに建てられたる御堂の，西の対の南にあたりて，．．….。（賢木巻②-171-15）
この人は，今建てられたるになむ，……居て侍り……。（浮舟巻⑩-25-15）
今後ますます「非情の受身」が増えていくであろうことは予測される。
ただ，日本語にあっては，そもそも，すべての動詞に「れる・られる」の「受身」の助動詞がつ
くわけではないという点をまず，念頭に置かなければならないのである。例えば，英語では，そし
て，文法的には英語とその骨組糸が同じである中国語にあってもほぼそうであろうが，他動詞であ
るならば，「受身」の形態を取ることができるわけである。
ところが，日本語では状況が大いに異なる。他動詞であっても「受身」とならないものがあり，
自動詞であるのに「受身」となるものが出てくるのであり，厄介である。
これについては，江戸末期の国語学研究において既に指摘されているのである。それは，直接，
「受身」を取りあげたものではないのであるが，本居春庭著「詞通路』において，次のような図
表註6が掲げられているのである。
四サ四夕 下夕四夕 変サ
(注）図表は，一部を抜粋し翻字したものである。
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左の図表は，動詞の「自他」の対応を，「－段（おのづから然る・ふづから然する)」から「六段
（他に然せらるる)」で示したものなのであるが，この内の「五段（おのづから然せらるる)」と
「六段（他に然せらるる)」は，「れる・られる」の助動詞が下接するものであり，「受身」と考えて
よいものと思われる註8．
動詞によっては，「五段｣，「六段」が空欄になっているものがあるが，それが，「れる・られる」
が下接しないもの，すなわち，「受身」形を取らないとされたものである。この図表の，「れる・ら
れる」の下接の有無について，何か規則的なものを見い出しうるのか否かは，私自身の今後の課題
であるのだが，その結果からは，日本語教育に益するものを，あるいは提供しうるかもしれない。
日本語習得において，大きなネックとなるものは，それが「受身」に関するものであれ，それ以
外のものであれ，「感覚」的なものにも表現が左右されるということであろう。先に挙げた(ｲ)から㈱
の例文で説明するならば，同じ「建つ」という動詞であっても，（ﾄ)の例文のように，「我が家が建て
られた」というのがしっくりしないのは，やっとの思いでマイホームを手に入れたということがら
は，「受身」で表現するよりも，能動的に表現することの方が，心情的に選択されるからであろう
か。そのような心情に対する日本人の共通理解とでも言うべきものが，「建てられた」という「受
身」に抵抗を感ずるものであろうか。
このような微妙なニュアンスに関することは，曰本語教育の域を超えるものであるのかもしれな
い。そして，それは，日本語に限らず，あらゆる言語に存在するものであろうし，他言語者が入り
こめない領域であるのかもしれない。そのような表現については，日本語教育の最上級に属するも
のとなろう。
次に，「準受身」表現について検討してみることとしよう。
(2)「準受身」
「見える｣，「聞こえる」という語は，五感に関わることがらであり，使用頻度の高いものである
が，この最も身近な表現の中に，日本人の発想の問題を見て取ることができる蓬,。例文を示してふ
よう。
○（私は）山が見える。○（私は）音が聞こえる。
中我看得見山。 閨我所得声。舅我看見川語我所見声了。
英
語 英語Iseethemountain． lhearthesound．
上のように，英語では「see」－他動詞で表現するが，「山を見る」と「山が見える」とでは，文法
的にもさることながら，かなり相違がある。「see」は対象を見るということである。「山が見える」
は，そのような，能動的，他動的表現とは趣が異なることは言うまでもない。
中国語にあっては，「可能」あるいは「完了」の表現がされるらしい。「見える」という語に「可
能」の意を否定してしまうことはできないと思われるが，「見られる」という「可能」表現と比較す
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るならば，「見える」にはむしろ，「自発」性を見るべきであろう。山を能動的に「見る」というこ
とではなく，山の方が視界に飛びこんでくるような状況である。すなわち，そのような状況に人が
立たされたかのどと<に表現すること，それが，「山が見える」ということではないだろうか。これ
を「準受身」と考えるものである。
「見える」と「見られる」との比較については，森田良行氏の「自発的な現象の継続状態」とい
う指摘賎,｡がある。そして，それに類似する語として，「抜ける，焼ける，融ける，砕ける，欠ける，
脱げる，剥げる，取れる，割れる，折れる，売れる」という語が掲げられているが，「見える｣，「聞
こえる」を含め，森田氏の掲げられる動詞は，『詞通路』では，「－段（おのづから然る)」に位置づ
けられるものである註,,。
この「おのづから」という言葉は，先にも述べたように，「五段（おのづから然せらるる)」にも
使われているが，この両段については，「－段（おのづから然る)」を「自発｣，「五段」を「受身」
と考えている陸,2゜
しかし，「見える」における「受身」的な要素を考える時，「一段（おのづから然る)」の捉え方に
は少しぽかり修正を加える必要があるように思われてくるのである。「自発」の影に「受身」を見る
捉え方を模索してふる必要がありそうである。「おのづから然る」ことを，すなわち，「自発」を
「受け入れる」という視点で捉えてみるという方向であるが，これについては，今後の課題とした
い。
「準受身」には，「……になる」という表現も加えることができると思うのである註,3゜例えば，
「このたび，引越することになりました｡」という「なる」である。これについても，「自発」とい
う捉え方がされる向きもある註,4が，紙面の制約もあり，次稿に委ねることとする。
以上，「受身」の問題を取りあげ，他言語と比較しての，日本語の，日本人の発想の問題を見てき
たわけであるが，そこからは，また，日本語それ自体について考えるべき多くの問題点が浮かびあ
がってきたようである。これらについては，私自身の課題として，今後，取り組んでいきたいと
思っている。
結び
「受身」というあり方は，日本人の心性のベースにあるものであるのかもしれない。そして，そ
れは，島国である日本にあって，ある意味では，奥ゆかしい美徳とされてきたものでもあろうが，
今日の，開かれた国際社会にあっては，「優柔不断」であるとして非難を浴びる原因の一つともなっ
ているのである。
しかし，また，これこそが「日本らしさ」であるということもできる。「言葉」を通して，このよ
うな，日本民族の精神伝統を理解してもらうということは，大変重要なことである。相互理解の第
一歩は，相手をよく知るということである。「不可解に思えた日本人の行動が理解できた｡」とい
う，勉強会においての，留学生の一言は印象的であった。
「言霊」という言葉があるが，それは，確かに存在するものであるのかもしれない。それは，言
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葉が持つ「エネルギー」であろう。留学生が口々に言う「活きた言葉」とは，日本語の中に流れる
曰本人の心を理解する言葉であるということを確認した次第である。それは同時に，日本語ネイ
ティブの私にとっても，日本語を，そして，日本人を再認識する契機となったのである。
今や，曰本人自身が，「言葉」を通して，もう一度，自国の文化を，自分自身を見つめ直す過渡期
に来ているような気がしてならない。そうでなければ，「真の活きた日本語」は，やがて，崩壊の危
機を迎えるであろう。
そして，また，日本語を通じて，世界に日本をアピールしていくべきである。とかく，誤解さ
れ，国際社会の中で孤立の憂き目を見ることが多い日本ではあるが，日本の文化や伝統と同様に，
「言葉」を通して「日本人」をアピールすべきである。そこにこそ，互いを理解し合う真の交流が
生まれるのではないだろうか。
しかも，それは，上級レベルのものでは決してないのである。高邇な言葉にではなく，むしろ，
日常的な言葉にこそ，「活きた言葉」が秘められているものであるということ，そして，それは，無
限の宝庫であるということ，それが，勉強会を通じて，私が得た貴重な収穫であった。
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